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INFORMATION～まちからのお知らせ～

�・いずれも、受講料・テキスト代無料。

�・�当協議会の各種セミナー、講習会、面接会へご参加いただいた方(雇用保険受給者)で、証明書が必要な方へ参加

証明書を発行します。

�・�掲載内容以外にも他の会場や日程もございます。詳しくは、チラシまたはホームページをご覧ください。

行くしかない!!就職面接会in広野・葉

　・参加無料　　・入退場自由　　・予約不要!!

　●日　　時　　11月30日（水）　午後１時～午後３時（受け付け午後０時30分～）

　●場　　所　　広野町公民館　（双葉郡広野町中央台１－１）

　●参加企業　　16社程度

※面接希望者には自己紹介カードを書いていただきますので履歴書は不要です。

　（自己紹介カードは、事前に当協議会ホームページよりダウンロードすることができます。）

※履歴書をご持参いただき、希望企業に渡していただくことも可能です。

就活の達人セミナー（個人申し込み）

　就活が思うように進まない方必見!!応募書類・面接について、プロが一人ひとり丁寧に指導し

ます。

【いわき会場】

　●日　　時　　10月17日（月）　午後１時～午後３時30分　　　　●定　　員　　15人程度

　●会　　場　　株式会社アカデミー（いわき市中央台飯野４－２－４　いわきニュータウンセンタービル１階）

　●申し込み締め切り　　10月12日（水）

　　　　　　　　

コミュニケーション能力講座“ほめ達”思考トレーニング講座（個人申し込み）

　企業が求める人材能力の上位“コミュニケーション能力”を「ほめる」から始めてみませんか？

自信が芽生え、自分・他人を認めることができます。ピンチをチャンスに転換する「目からウロコ」

の発想で、あなたもほめる達人へ！

【いわき会場】

　●日　　時　　10月27日（木）　午後１時～午後３時　　　　●定　　員　　20人程度

　●会　　場　　いわき市労働福祉会館（いわき市平字堂ノ前22）����

　●申し込み締め切り　　10月24日（月）

キメる！決める！就職マナー講習（個人申し込み）

　【印象ＵＰ】するならコレ!!就職活動で必要とされるマナー、好印象を与えるポイントをプロに

学べます！

【いわき会場】

　●日　　時　　10月21日（金）　午後１時～午後３時30分　　�　　　●定　　員　　15人程度　　　　　　

　●会　　場　　いわき市労働福祉会館（いわき市平字堂ノ前22）　　�●申し込み締め切り　　10月18日（火）　�　　

　　　　　　　

建設機械等運転技能講習（個人申し込み）　

※�開催会場や日程など詳細につきましては、チラシ、ホームページをご覧ください。企業申込型もございます。

○�小型移動式クレーン運転技能・玉掛け技能講習（定員　各10人）

　�申込書と併せて、必ず本人確認書類｛自動車運転免許証のコピーまたは住民票（マイナンバー記載なし）の写し｝

を添付してください。※過去に当協議会の実施する「車両系建設機械運転技能講習（整地･運搬･積込み用および

掘削用）」を受講された方の重複受講はできません。

○車両系建設機械運転技能講習（整地・運搬・積込み用および掘削用）（定員　各10人）

　�申込書と併せて、必ず本人確認書類｛自動車運転免許証のコピーまたは住民票（マイナンバー記載なし）の写し｝

を添付してください。※過去に当協議会の実施する「小型移動式クレーン運転技能・玉掛け技能講習」を受講さ

れた方の重複受講はできません。

○フォークリフト運転技能講習（定員　各10人）　

　�申込書と併せて、必ず自動車運転免許証のコピー

を添付してください。

共通事項

・�申し込み締め切り後、当該事業の主旨に基づき厳正に選考いたします。締切後、電話にて選考結果のご連絡を

いたします。

・�申し込み者多数の場合は、早めに受け付けを締め切る場合があります。

●申し込み方法

・申込書設置場所　　双葉町窓口（双葉町役場いわき事務所・産業建設課内）、商工会、ハローワーク

・申 し 込 み 先　　ホームページ、ファクス、郵送、双葉町窓口に持参

 問��福島広域雇用促進支援協議会　双葉町窓口

����（いわき市東田町二丁目19－４　双葉町役場いわき事務所　産業建設課内）

　　☎０２４６－８４－６２８５　０２４６－８４－６２８６

　　ホームページ��働きたいネット��検索

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��　協議会マスコットキャラクター　はたらっこ

クレーン　　　　　　　�車両系建設機械　　　　�フォークリフト

第55回福島県芸術祭開幕式典に参加して
広野町文化協会会長・相双文化団体連絡協議会副会長　遠藤 健太郎

　福島県芸術祭は、県民の芸術、文化活動の祭典として多くの人々に親しまれてい

る総合文化祭で、今年は、第55回を迎え、９月４日に開催されました。県内を６つ

のブロックに分けて、６地区を重点地区として県内を巡回しながら開催されます。

今年は喜多方市の喜多方プラザ文化センターにおいて「飯豊の峰にひびけ！文化の

祭典」という大会のテーマで開催されました。

　平成29年度の重点地区はローテーションにより相双地区が開催地となり、地区内

の順番により相馬市をメイン会場として開催されます。そのための予備知識として、

福島県芸術祭開幕式典とはどのようなものなのか、見聞しておきたく、観賞してま

いりました。オープニングセレモニーは会場内全員起立で「福島県民の歌」を合唱

し、主催者の挨拶として福島県知事を始め喜多方市長、来賓祝辞と続き、開幕行事

の発表となりました。喜多方プラザ文化センターでは前から２列目の中程に席を指

定されていました。そのため上下にも、左右にも眼前に余りある大舞台と熊野神社

の長床を織り込んだ重厚で大きな緞帳に圧倒され、また、上演中は、大きなバック

スクリーンに、会津地方に恵みをもたらす飯豊山脈の雪渓を思わせる照明が映され

て、その中で繰り広げられる、会津地方の伝統芸能の数々、また舞台の奥行きも深

いため、まるで、３Ｄの映像を見るかのような感動を受けました。この芸術祭に関

連する行事は県内各地で年末近くまで行われます。いろいろな催事も含まれます。

　広野町でも文化展や生涯学習発表会が震災後に復活して開催されていますが、

どの部会も高齢化と後継者不足に悩んでいます。人々の豊かな感性を育み、地域に

活力が生まれるよう、より多くの町民の皆さんが興味をお持ちの部会に参加されま

すようお願い申し上げます。


